
 

 

 
 

 
 

 
 

 
「まとめる」 

校長 秋田和寛 

 

生徒代表の１年青木 千瑛（あおき ちあき）さん、２年
川上 遙輝（かわかみ はるき）さん、３年山本 天音（や
まもと あまね）さん、昨年を振り返り、３学期や今年の決
意発表が自分の言葉で語られ、大変立派な発表でし
た。ありがとうございました。 
みなさん、明けましておめでとうございます。2025 年は巳年です。蛇は知恵と変化の象

徴であり、脱皮もするため、再生や成長の象徴とも言われています。なので、巳年は、
「新しい知識を得たり、変化を受け入れたり、新たなスタートを切ったりするのに良い年」と
されています。１年生の皆さんは、今年は昨年以上に自分の行動に責任を持ち、その上
で周りのことや人のためのことを考えて行動できるとよいでしょう。２年生の皆さんは、学校
の核となる学年の自覚をもち、自分の力を発揮するとともに、最高学年に向けての意識
を高めていきましょう。３年生の皆さんは、豊岡中の顔としての最後の学期となります。自
分の進路を切り拓くために、最大限の努力を尽くしましょう。最高学年として、あたたかさと
力強さをもち続け、卒業を迎えてほしいと思います。 
ところで、３学期はよく「まとめの学期」と言われます。この「まとめ」とはどのような意味な

のでしょうか？「まとめる」とは、バラバラになっていたいくつかのものを集めて１つにするとい
う意味です。 
今から 55 年前、アメリカから月に向かって有人ロケット「アポロ 13 号」が発射されまし

た。ところが、月に着陸前に船内で装置が爆発し、酸素や燃料、水が足りなくなってしま
いました。この後、乗組員はどうなったと思いますか？実はこの後、地球基地では、アポ
ロ 13 号の中にある物と同様の物をかき集め、いろいろと組み合わせることで、代わりの
装置を考え、見事に作り上げました。そして作り方を乗組員に伝えることで、アポロ 13 号
は、奇跡的に無事地球に帰ってくることができました。 
このケースでは、一つのものではできなくても、何かと何かを組み合わせることで、素晴

らしい新しいものを生み出したということです。「まとめる」時には、このように新しいものを生
み出すチャンスがあります。 
私たちも昨年の１学期や２学期に培った経験や学びを組み合わせることで、新しい自

分を生み出せるということです。そう考えると、３学期というのは、実に希望にあふれた学
期だと言えるのではないでしょうか。 
それでは皆さん、令和６年度のまとめをする３学期です。新しい自分を生み出そうという

意識をもって、チャレンジしてみてください。 
以上で、私からの式辞とします。 
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 学校だより第９号でお知らせした体育館渡り廊下の体育館側塗装改修工事が始まりまし
た。この塗装改修工事は、体育館渡り廊下を３分割して行っていきます。現在の柱や鉄部
は赤さびが出ていて赤みを帯びていますが、元の色はグレーなのだそうです。体育館の壁
面の色に近い色のようです。工事が終わると渡り廊下の３分の１だけ色が違うようになり
ますが、すべて塗り終われば、違和感はなくなります。完成が楽しみです。 
工事の進捗状況は、12月 26日に足場設置が完了し、27日に水洗いを行い、本日（７日）

から鉄部塗装を行っていきます。まずは、表面のさびを取り除き、その後、さび止め塗装
へと進んでいきます。塗装が完了し、足場解体は２月２日の予定です。なお、体育館鉄扉
周辺に１台、資材用の車が駐車します。 
足場が設置され、本格的に工事が始まりましたので、体育館とプールの間は通行しない

ようにお願いします。朝や帰りの車での送迎時は、体育館西側、第２アリーナとの間を通
行するようにお願いします。 

 
体育館鉄扉から西側への通路は確保されています。通行

の際は、頭上を注意してください。 
柱や渡り廊下床裏だけでなく渡り廊下内側の鉄部も塗

装していきます。通行できるように、東西を分けて工事を
行います。 

 
 
 
 
体育館とプールの間は、緊急時用に通路が確保されてい

ますが、危険防止のため、平時は通行禁止とします。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
セイトシンジャーのイラストが増えました。美術科の渥美先生が冬休みにイラストを描

いてくれました。前のイラストとは違うポージングのものを描いてくれたので、今後、学
校だよりの中に登場させていきたいと思います。お楽しみください。 
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